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貫 3000円
本臼は出来の一点作用説の立場から,現在の代表的
な良薬のほとんどすべてについて邪説がなされている.
当然のことながら.戊某が実際に散布されて.作物併
設の効果を発現する過程の邪説ではなくて,その原因
と考えられる"基本的な代謝経路上の一点●'への生理
作用を解説したものである.そのような作用点として,
生休円での核酸合成,タンパク質合瓜 呼吸.光令成.
抑純系の興爾伝遜,細胞壁合成などをあげ,それぞれ
を肌!Lfl'1る薬剤について種々の観点から述べてある.
しかも,放初に,本書を理解するに必要な考え方の!lr,A
機知mが-公領よく紹介してあって.初心者にも親切で
ある.
このような内界であるから,すでに農薬の作用機作
に耶通しておられる方には.巧者の考え方を通して,
いま一度自分の知識を盤瑠してみるのに好適の読みも
のであり,また.学生にとっても興味ある教科書とし
て利用されるだろう.ただここで注意すべきことは.
著者自身も序文やあとがさに田柄しておられるように,
-薬剤がただ一つの作用だけしかもたないという例は
柿であるという点と出井の作用機作に関する研究はr]
巡ノ]少で,本州こ述べられたことが蔓翁りかえられたり.
新しいTJtjIが加ったりすることは当然で.全部が全部.
完全に耶決のついた定説としてしまうことのないよう
に心掛けて木TfHこ托することが_邦まれる.
著者の永年にわたる研先業机と節糾された該博な知
識をよく整理されて,立派な番物にまとめられたこと
はわれわれにとって大変有難く,貴重な参考書として
役立つことと思う. (深海 招･)
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